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日本の音楽シーンに新星が登場！日本に留学の傍ら歌とトークで人々

を触発するイタリア人の発展途上歌手ステファノ・ロドラ氏の活動を紹

介する。 

経歴 

イタリアの名門であるピサ大学大学院で経営工学を学んだあと、国費

留学生として来日。現在、早稲田大学大学院ビジネススクールMBA（国

際経営学）専攻に在学中の氏は、もともと多才・多趣味な人物として知

られているが、彼の興味の行き着いた先はなんと「声楽」だと言う。「去年まで音楽の教育をほとん

ど受けたことがなかったし、今までの学歴から言えば、経営者になるのが普通だと思われるでしょう。

でも去年からは歌っている時にもっとも充実感を覚えるんです。私は自分を表現できて、聴衆は喜ん

でくれるから、どちらとも精神的に豊かになる」。歌を習い始めたのは来日してからだが、本格的に

習うために２００７年夏と冬に彼の言葉で言えばイタリアとフランスに「逆留学」に行っている。２

００７年に独創的なショーに披露した。彼のオリジナリティあふれる音楽活動が産声をあげたのは２

００７年３月。会場は飲み屋で知り合った床屋さんのお店「Fun!」。初舞台にもかかわらず会場は満

席、「歌は未熟で人を喜ばせるほどではなかったが、お喋りは受けて、ショーのコンセプトは初めか

ら好評だった」とふり返る。その後の彼の活動には枚挙にいとまがな い。×月に早稲田大学のイベン

ト「フェスタイタリアーナ」、11月に栃木県の酒蔵「若駒」（日本酒の愛飲家でもあるらしい）、そ

して直近 12月、都内のおしゃれなミュージックサロン「ソフィアザール」にて次々とショーを開催

し成功させた。待望の次の公演は 2月 2日、お台場にある東京国際交流館の大ホールで大規模に開催

され る予定。 

ショーの概要 

「人生を愉しみたいなら」ショーは、ソロリサイタルとお

笑い系の融合といったものだが、ただ面白おかしいだけではな

くじっくり考えさせられる話題が多い。「楽しくて役に立たな

いイタリア語講座」もあれば、古代ローマの思想家（セネカ、

マルクス・アウレリウスなど）の人生に対する教訓的な話もあ

り、話題の幅は広い。曲 目にはイタリア民謡（カンツォー

ネ）、イタリア歌曲、日本歌曲などがあるが、歌の合間に流れ

のあるトークを織り交ぜて有機的なプログラム構成となってい

る。彼の親しみやすい口調や、会場が一体となるインタラクテ

ィブなトークによって、敷居が高いと思われがちなオペラやコ

ンサートと違い、誰でも、お一人でも、リラック スした雰囲

気の中で楽しめる。 

そんな彼を支えるのはピアニストの本間くみ子氏。「彼女は伴

奏に限らず音楽的な指導もしてくれてとても心強い存在。明る

くて前向きな人で私たちはすぐに意気投合しました」。 

  



ショー運営の背景 

経営工学士だけあって、ゼロから「市場」を把握し方法論を組み立てた上で、自らイベントを企

画し始めた。「日本のパフォーミング・アートの世界では、妙な二極化傾向が進んでいる。潤沢な資

金をもとに大規模な公演をするところは、予算組みの段階から黒字が見込め、実際にも大幅な黒字を

生み出し、結果、次々に新たな公演ができる。それに対して、資金が少ないところは、公演規模も小

さく長期公演もできないため赤字となり、公 演ごとにその回復に追われ、次の公演の計画すら立てに

くい状態だ。後者に該当する演劇やオペラ関係の知り合いがたくさんいるが、実力があっても中々頭

角を現せない。私は前者に入りたい。だから芸術面だけに注力するのではなく、採算のとれるプロジ

ェクトとして、包括的にショーを企画している。異種アートとのコラボレー ション企画も考えている

し、私の企画力や実行力に共感してくれる共同企画者やスポンサーを常に募集している。」 

特に、ショー運営に関しては独自の運営理念を定義している。「カンツォーネとイタリア歌曲を

中心に歌い、知的でありながら気取らず、生きるための支えになるお喋りで人々に生きる喜びを感じ

させる。聴衆はオペラ・ファンに限らず、一般人に優しい形にする」。 

将来について 

これからの計画を尋ねると、数秒迷ってから答えが返ってきた。「優秀な多国籍企業に入って経

営的なキャリアを追求する道も考えているし、卒業までにどれほど歌が上達できるかチャレンジした

い気持ちもある。ある期間両方の活動に取り組む方向もある」。才能と若さ（２４歳）を考えれば、

どちらも困難なものではないはずだ 。 

では、そんなステファノに啓蒙されたい方、少しでも気になる方、人生を愉しみたいなら生のス

テファノを体験しに一度彼のショーに足を運んでみよう。あなたの人生が少しでも輝くはずだ。公演

情報などはこちらまで。 www.stefanolodola.com info@stefanolodola.com 080 6636 1609 


